
 

 

 

 

「実りの秋へ 〜平和と防災への思いを未来へつなぐ〜」（長月） 

                                  校長  元田 光二 

 夏休みが終わり、学校には子どもたちの元気な声が戻ってきま

した。夏の間、それぞれが貴重な体験を積み重ね、心身ともにひ

と回り成長した姿を見せてくれることを大変うれしく思います。 

8月は終戦記念日を迎える月でもありました。今年も戦争の悲惨

さや平和の尊さについて報道や特集を目にする機会が多くありま

した。戦後80年余りが経過し、戦争を直接体験された方々が少なく

なる中、私たちは平和な日常が決して当たり前ではないことを忘れてはなりません。現在、

子どもたちが安心して学び、友達と笑顔で過ごせる毎日は、多くの先人たちの努力と願い

の上に成り立っています。この平和の大切さを次の世代へ伝えていくことも、学校教育の

重要な役割であると考えています。 

一方で、近年は全国各地で大規模な自然災害が発生しています。熊本地震では多くの尊

い命と日常が失われ、また、千葉県を襲った豪雨災害では浸水や停電などにより地域社会

が大きな被害を受けました。改めて、被災された皆様に心よりお見舞い申し上げます。 

こうした災害は決して遠い地域だけの出来事ではありません。いつ、どこで起こるかわ

からない災害に備え、一人一人が防災意識を高めていくことが大切です。本校でも「自分

の命は自分で守る」を基本に、防災教育の充実を図っています。 

また、本校区では地域の皆様や関係機関が連携し、毎月「地域防災拠点会議」を開催し

ています。災害時の避難所運営や地域連携の在り方について継続的に協議し、誰もが安心

して暮らせる地域づくりを進めています。さらに11月には地域との合同防災訓練も予定さ

れており、学校・家庭・地域が一体となった防災力の向上を目指しています。この機会に、

ご家庭でも避難場所や連絡方法、非常持出品などについて改めて確認していただければ幸

いです。 

災害への備えには、自らの命を守る「自助」、地域で助け合う「共助」、そして行政に

よる「公助」が欠かせません。子どもたちにも、防災訓練を通して主体的に判断し行動す

る力や、周囲を思いやり支え合う心を育んでほしいと願っています。 

平和な毎日を守り続けること、そして災害から命を守る力を身に付けることは、未来を

担う子どもたちへの大切な贈り物です。実りの秋を迎える9月、学習や運動に励むととも

に、平和への感謝と防災への備えを大切にしながら、子どもたちの健やかな成長を支えて

まいります。今月も保護者・地域の皆様のご理解とご協力をよろしくお願いいたします。 

 令和８年８月２７日 
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